
2022年9月2日（金）　12：30～13：30

司会者：岡田　健治君　稲垣　礼子さん

ソング：「君が代」　「奉仕の理想」　

ニコボックス委員会：永井　慎悟君

ゲスト及びビジター： リー・カーマンさん　米山記念奨学生

■会長：奥田　法行
■幹事：市川　護
■クラブ会報：赤木禎行・辻隆士・恒川憲一・成田孝則

1.　理事会報告

2.　各地で集中豪雨

3.　安城七夕音頭の歌詞を募集

SDGs　　7 『温室効果ガスの削減』

水田からのメタン抑制

奥田　法行会長■ 会長挨拶

安城ロータリークラブ
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例会日：毎週金曜日
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■創立日：S33年1月10日

■RI加盟認証日：S33年2月6日

【 2022/9 第1例会 】

第3110回例会

2022-23年度 ： RIテーマ

「IMAGINE ROTARY」

安城ロータリークラブ会長方針：

「チャレンジロータリー、笑顔で学ぼう」

①. 水田からメタンガスの発生を抑制する。

地下水位をコントロールすることで削減につなげる。田んぼの

中では、酸素の多いところでは活動できない”メタン生成菌”が潜

んでいます。田植えをしてしばらくすると、田んぼの土中にいた微

生物が土の中の有機物を分解するために、水中にあった酸素を

どんどん使ってしまいます。酸素が少なくなると、メタン生成菌の

活動が活発になり、メタンがどんどん作られてしまいます。

出席報告者：鶴田　香也乃さん

全会員数全会員数

現在出席義務者数現在出席義務者数

本日の出席人数本日の出席人数

内出席免除者の出席人数内出席免除者の出席人数

出席率出席率 86.00%

54名

42名

43名

新潟といえば米どころ、コメの生産量日本一の農業県といっても過言ではありません。そんな農業県新潟での脱炭素化

『カーボンニュートラル』の取り組みをご紹介いたします。

農林水産分野が排出する温室効果ガスは、日本全体の温室効果ガス排出量の約4.0％ほどです。数字で見ると決して大

きな比率ではありません。一方で、農業をはじめとする農林水産分野は様々な産業のなかでも数少ない、CO2『吸収』が可

能な産業でもあります。同時に、温室効果ガスによる地球温暖化の影響を直接受ける産業でもあります。

今日は、第1次産業がどのようにカーボンニュートラルに取り組んでいるのかをご紹介いたします。

そして、土の中でできたメタンは、稲をはじめとした水生植物の体の中を通って大気中に放出されます。稲の体がメタンが

通る通気口や煙突になってしまうイメージです。田んぼの水の管理の仕方を変えることによって土の中の酸素を増やしたり、

土の中に入れる有機物の種類を変えて酸素を使いすぎないようにすることで『メタンの発生を抑える』というのが可能です。

（地下水位を下げることによって田んぼの酸素量を増やすことができる。）



ハウス栽培のCO2削減

・米山記念奨学生来訪　奨学金授与

✿　今月のお祝い

　 ◆　会員卓話

　海野　広明君　　　テーマ 「私の仕事と筋肉トレーニング」

市川　護幹事

【本日のセレモニー】

■ 幹事報告

1. 本日例会終了後、親睦活動委員会を例会場にて行います。

2. 「青森県大雨災害義捐金」の案内が来ております。ご協力の程宜しくお願い致します。

3. 9/9（金）例会終了後、戦略委員会を行います。

4. 創立65周年実行委員会より、10/27.28に予定しておりました記念旅行は、一旦キャンセルして日時・場所を変更して開催することと

なりました。決定しましたら再度報告いたします。

5. 地区大会・晩餐会の登録料を集金いたします。（登録料 ￥12，000/晩餐会 ￥20，000）

6. ゴルフ部会より 11/23（水・祝）「西三河分区ガバナー補佐杯親睦ゴルフ大会」の締め切りは9/16です。

登録料は安城RCにて集金します。また、10/25（火）第2回安城コンペの案内を配布いたしました。

7. 10月～12月の例会出欠確認表の提出をお願いいたします。出欠の変更がありましたら連絡を

お願いいたします。

②. ハウス栽培をする際に使う燃油の量を減らす？

新潟のように気温が低く、日照時間も少ない地域で作物を栽培

する際は、燃油を使った暖房によって気温がコントロールできる

ハウス栽培が非常に重要ですが、この燃油の投入量を減らすこ

とができれば、CO2削減もできます。現在、有力な方法の一つに、

ハウス内へのヒートポンプの導入です。

これは、夏でも冬でも水温が変わらない地下水の特徴を利用したものです。地中の熱でハウス内を温めることができれば、

燃油を燃やす量も減り、排出量の少ない農業も可能になります。

会員誕生日 ３名

婦人誕生日 ３名

結婚記念日 ２組

還暦祝 １名




